
東 北 学 院震 災 復興 対 策 委 員 会(第4回)次 第

日時:平 成23年4月20日(水)理 事会終了後

場所:土 樋キャンパス1号 館6階 会議室

委員:平 河内理事長(委 員長)・ 星宮学院長(副 委員長)宮 城総務担当常任理事

関谷財務担当常任理事 ・柴田人事担当常任理事 ・高橋法人事務局長 ・斎藤学務担当副学長

高木法学部長 ・永井中学校 ・高等学校長 ・久能榴ケ岡高等学校長 ・日野総務部長 ・高橋財

務部長 ・佐々木施設部長 ・佐藤庶務部長 ・斎藤庶務課長 ・若生人事課長 ・駒板財務課長

陪席:那 須監事 ・佐々木宗教部長

黙祷 委員長 平河内 健治

協 議 事 項

1、 前 回議 事 録 確 認

2、 東 日本 大 震 災 に伴 う礼 拝 堂 の被 害 と復 旧 内容 及 び 工 程

2011年3月11日 発 生 した 東 日本 大 震災 と復 旧 につ いて 一2…1p～5p

2011年3月11日 発 生 した 東 日本 大震 災 と復 旧ス テ ッ プ図 ・ …1p～5p

礼 拝 堂 工 程表(5月9日 か ら礼 拝 堂 を使用 で き るよ う に した 場 合)

3、 学 生 指 導 に関わ る経 費 の 一 部 変 更 ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 資 料1

4、 九 州 大 学 法 政学 会 か らの見 舞 金 ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 資 料2

5、 石 巻 か らの通 学 バ ス運 行 に つ い て



第3回 東北学院震災復興対策委員会議事録

日 時:平 成23年4月13日(水)14:08～14:55

場 所:1号 館6階 会議室

出席委員:平 河 内健治 星宮 望 宮城光信 関谷 登 柴田良孝 齋藤 誠 高木龍一郎

久能隆博 永井英 司 高橋清昭、佐藤範明 高橋秀悦 日野 哲 佐々木文彦

斎藤英夫 若生克義 駒板高明 以上17名

陪 席:那 須和良(監 事)

協議事項

1.前 回議事録確認 委員会終了時までに確認 いただき、承認された。

2.東 日本大震災に伴 う東北学院生活資金貸付規程

説 明:佐 藤庶務部長 別紙資料に基づき説明があ り承認 された。前回の当委員会 において、

特別住宅資金貸付規程の制定について ご承認をいただいたが、公認会計士か ら、財産 とし

て残るものに対 して無利子の貸付は課税されるおそれがあるとの指導か ら、生活資金への

貸付制度へ変更 を加え、前回承認事項 を撤回 し、今回再度審議 し承認 いただ くこととした。

なお、提出書類 のうち様式1-2は 削除することとした。また、福島原子力発電所における

震災を理 由とす る貸付の場合にも対応することが確認された。

3.東 日本大震災被災学生に対す る救済措置に関する規程

説明:日 野総務部長 別紙資料に基づき説明があり承認された。なお、本規程に基づき授業

料が減免 された場合で も、他の奨学金制度での追加給付あるいは、大学給付奨学金規程に

基づ く給付のいずれかの給付を受けることができるとす ることが確認 された。また、本規

程は年度末に失効する時限立法だが、期間の延長については柔軟に対応す ることも確認さ

れた。また、中学校 ・高等学校、榴ケ岡高等学校、幼稚園について も本規程に準 じた形で

今後検討 していくことにな る。

4.東 日本大震災 による東北学院大学各キャンパス礼拝堂のパイプオルガン修繕内訳表

説明:高 橋財務部長 別紙資料 に基づき説明があ り承認 された。礼拝堂パイプオルガンの修

繕総額 は3キ ャンパス合計15,574,050円 の予定。

5.そ の他

① 説明:柴 田人事担 当常任理事 本学院における放射線モニタリング調査の実施について、

宮城総務担当常任理事を中心 に東北大学等の状況等 を確認 し進めてい くことが承認され

た。

報告事項

1.高 橋財務部長 次の説明があ り了承された。

① 日本私立学校振興 共済事業 団か ら、低利の融資の案内がきているが今回は借 りないで対

応す ることとしたい。

② 昨年 まで、科研費 申請者には年10万 円の研究費を支給 していたが、今年度は5万 円とす

る ことが学部長会で決定した。

2.斎 藤学務担当副学長 次 のお礼及びお願いを含めた説明があ り了承された。

① 大学では4月29日(金)[昭 和の 日1を 出勤 日とし、5月2日(月)を 振替 日とし、出勤
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の必要がある場合には、休 日出勤 とし代休処理 をとる こととす る。

②泉キャンパス体育館の損傷がひ どく、体育の実習に支障がきたす恐れがあったが、榴ケ岡

高等学校の体育館 を週6コ マ分借用す ることができ、実施の 目途がたった。

③東 日本大震災 により、教育実習 の引き受け中学校及び高等学校か ら引き受け辞退があ り、

3名 が実習できないでいる。中学校 ・高等学校及び榴ケ岡高等学校 に更 に協力いただけな

いか検討をお願いする。無理な場合は、実習時期を秋期に移 して対応す る等の処理が必要

となる。
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資料

学 生指 導 に関わ る経 費の一部 を今 年度 に限 り以下 のよ うに変更す る。

1、 学 生懇 談会 費は支 給 しな い。

2、 グル ー プ主任 出席 費(懇 談 会等 の行 事)を1グ ルー プ につ き 年 間10,000円 、1回 の出

席 費 は5,000円 で 、年2回 分 とす る。

3、 演習 等の担 当者 出席 費(懇 談会 等 の行 事)を1対 象科 目(通 年科 目)に つ き年 間10,000

円、1回 の 出席費 は5,000円 で、年2回 分(半 期科 目は1回 分)と す る。

4、 課外 活動 団体部 長(顧 問)出 席費(懇 談会 等 の行事)1団 体 、1部 長(顧 問)に つ き 年

間10,000円 、1回 の 出席費 は5,000円 で、年2回 分 とす る。
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資料2

東北学院大学法学部

学部長 高 木 龍 一 郎 先 生

謹啓

このたびの東北地方太平洋沖巨大地震により筆舌に尽くしがたい被害に見舞わ

れた皆様、とりわけ貴学関係者の皆様 に対 し、謹んでお見舞い申し上げます。

さて、九州大学法政学会では、この間被災された東北地域の方々のために法政

学会として何かお役に立てることはないかと検討を重ねてまいりましたが、この

たび、九州大学法学部と日頃か ら密接な交流関係にある貴学法学部に対 して、主

として被災した法学部学生諸君に対する支援の一助としていただくことを目的に、

震災見舞金100万 円を差 し上げよ うとの結論 を得た次第でございます。

些少ではございますが、貴学法学部学生の支援のためにご活用いただければ、

まことに幸甚に存 じます。

謹白

平成23年4月15日

臓羅
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見積 書

平成23年4月18日

東北学院様

期 日:平 成23年4月25日

場 所:石 巻-多 賀城-仙 台

(月)か ら5月31日(火)

ご依頼いただきま した貸切バス代は、下記のようにお見積 させていただきますので、何卒宜 しくお願い

申し上げます。

(単位 円)

項 目 単 価 数 量 金 額 備 考

貸切バス(大 型) 往復利用 ・2台 ×23日 間

有料道路通行料 石巻河南一仙台港北往復

¶

貸切バス(大 型) 往復利用 ・1台 ×23日 間

有料道路通行料 石巻河南一仙台港北往復

下見費用 有料道路代 ・交通費含む

合 計

〈大学送迎運行期間〉 〈中 ・高送迎運行期間〉

4125(月)-4/30(土)6日 間

519(月)-5113(金)5日 間

5116(月)-5120(金)5日 間

5123(月)-5127(金)5日 間

5130(月)-5131(火)2日 間

計23日 間

4127(水)・4130(土)

512(月)・516(金)・517(土)

519(月)-5/14(土)

5116(月)-5/21(土)

5123(月)-5/28(土)

5!30(月)-5131(火)

計

2日 間

3日 間

6日 間

6日 間

6日 間

2日 間

25日 間



東北学院大学様

平 成23年4月25日(月)～4月30日(土)6日 間

ご 旅 程 表
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東北学院大学様

(月)～5月13日(金)5日 間

(月)～5月20日(金)5日 間

(月)～5月27日(金)5日 間

(月)～5月31日(火)2日 間

ご 旅 程 表
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ご 旅 程 表
東 北 学 院 中'学 ・ 高 等 学 校 様

平成23年4月27日(水)・4月30日(土)

平成23年5.月2日(月)・5月6日(金)・5月7日
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(素案)

平成23年4月25日

学部長 ・部長 各位

財務部長 高橋秀悦

決算関係日程及び予算 ・補正予算関係日程等に関係する重要事項について(事 務連絡)

標記 に関す る日程並びに重要事項について、連絡 いた します。

記

1.決 算 関係

(1)監 査

公 認会 計士監査(本 部 監査):5月6日(金)～11日(水)

監 事監 査:5月11日(水)

公 認会 計士監査(各 部 門 ・本 部監査):6月1日(水)～3日(金)

(2)委 員会 ・会言義 ・常務理 事会 ・理事 会 ・評議員会 の 日程

大学財政専門委員会

財務会議

常務理事会

理事会 ・評P員 会

5月16日(月)

5月17日(火)

5月18日(水)

5月26日(木)

本館 会議室13:30～15:00

本館会議 室10:50～12:20

1号 館 会議室13:00

8号 館 会議室10:50

2.予 算 ・補正予算関係

(1)平 成23年 度予算示達額の一部の削減 ・凍結4月7日

(削減 ・凍結の)概 算枠を守った予算単位 ゜

(木)提 出締切

「予算変更願」の 「変更後の予算額」以内での執行を認める。

(削減 ・凍結の)概 算枠を守れなかった予算単位:

財務課 において個別 に対応する。

(2)補 正予算の編成方針等

上記1(2)の 委員会等 において、決定する。

(3)補 正予算編成のための ヒアリング 日程(予 定)

「東北関東大震災か らの復興 に向けた基本方針」並びに 「東北関東大震災:平

成23年 度予算執行等に関する基本方針」に記載された事項に関係する予算単

位 に対 して、補正予算編成のためのヒアリングを行 う。

(暫定的な)日 程:6月20日(月)～22日(水)



3.そ の他

(1)個 人研究費:個 人研究費については、「東北学院大学個人研究費支給内規」及び 「東

北学 院大学個人研究費支給内規細則」により、平成23年3月1日 以降の研究費に対

する支出よ り、認める。ただ し、「東北復興対策委員会」及び 「学部長会」の了承に

よ り、個人研究費の支給額は年額22万 円とする。パ ソコン、プ リンター等ぺの支出

に限 り、前期 において半額の11万 円を越える支出についても認める。

(2)東 北新幹線 の仙台～東京間の復旧にともない4月25日 以降の日程の 「出張願」を総

務課(各 キャンパス庶務係)で 受け付ける。出張承認の手続きは、従前の通 りとす

る。



(素案)

平成23年4月25日

学部長 ・部長 各位

財務部長 高橋秀悦

大震災による教育研究用機器備品等の取替更新等について(事 務連絡)

大震災 によ り教育研究用機器備品 ・用品等が破損 し、本年度の授業 ・研究等 に支障が出

る場合には、当然に、取替更新が必要になることと思います。 これについては、各学科、

各研究所等において、すで に破損(被 害)状 況を調査済みのことと思います。

通常の機器備品 ・用品等の取替更新の場合です と、それぞれの予算単位の予算あるいは

施設課 の予算に計上され、執行 され ることにな りますが、大震災により教育研究用機器備

品 ・用品等 の取替更新等については、当然の ことなが ら、予算化されてお らず、補正予算

を編成 し執行する予定です。

しか しながら、平成23年4月20日 の理事会において 「予算外支出のうち、東 日本大震

災 に起 因す る施設設備等の復 旧事業に関す る事項」が常務理事会に委任することが承認さ

れ ましたので、緊急を要す る事項 については、常務理事会及び 「復興対策委員会」 の承認

によ り、実施することが可能にな りました。

っきましては、各学科、各研究所等 において調査済みの破損状況、被害額、復旧の優先

順位等 を財務部長まで ご報告をお願いいた します。

繰 り返 しにな り恐縮ですが、補正予算が承認 され る前の執行 には、常務理事会及び 「復

興対策委員会」の承認が前提 となって いますので、財務部長へのご報告を失念 なきようお

願いいた します。
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